
                                       

  

 

  

 

―  負荷のないところに成長はない？  ― 

校長 中村 英明 

つい先日までの暑さが信じられないほどの季節の進み具合に、身体が戸惑っているようです。気温が

下がり、空気が乾燥するこの時期の晴れた日に校舎東側３階からは、頂きに雪を抱いた🗻富士山🗻を

眺められる時もあり、校内を巡回する中村にとっての密かな楽しみになっています。しかしながら、近

隣校からはインフルエンザ等の流行による学級閉鎖の知らせが聞こえてくるなど、体調管理については

充分に留意しなければならない時期でもあります。 

さて、先日１１/１１（土）に行われた「スポーツフェスタ」の際には、沢山の保護者やご家族の皆

様、地域の方々にご来校いただき、子どもたちの演技や競技を見守っていただきました。わかば小が統

合された約４年半前はコロナ禍であったため、全ての行事や活動に様々な制限がありました。そしてそ

の制限は少しずつ見直しや緩和を重ねつつも、今年の５月までずっと続いてきていました。今回、初め

てわかば小として、人数制限や健康チェック表の提出等のお願いをすることなく、「スポーツフェスタ」

が実施できたことをとても嬉しく思いました。 

１０/１８（水）からの３週間半の間、自分自身の思いやもっている力を表現するために一生懸命練

習に取り組む子どもたちの姿が見られました。一方で、自身の思い通りにいかないこともあったでしょ

うし、担当する係の活動や各学年の演技・競技において友達との行き違いもあったかもしれません。そ

れらを承知したうえでこのような行事（教育活動）が子どもの心身の成長にとって、とても大切なもの

であると考えています。かつて或る先輩が「負荷のないところに成長はない」ということを言っていま

した。「子どもに限らず、大人でも言えることだが、難なく乗り越えられる負荷しか経験していない人

物と、ある程度の負荷を克服してきた人物とでは、その成長の度合いに違いが現れる。教師として、子

どもにどの程度の負荷を課すのか？また、その負荷を克服させるためにどのタイミングで・どのように

支援をするのか？はとても難しい。しかも、それを１クラスに３０人以上いる子どもたち一人一人に合

わせて行うには相当の力量を身に付けないといけないが・・・」私たち教師にとっての大きな課題です。 

 わかば小 中村 からの お礼・お願い・お知らせです   
◎ スポーツフェスタ参観に際してのご協力へのお礼 と 駐車場についてのお願い 

当日ご参観いただいた皆様、ご来校いただき有難うございました。また、スポフェス後には、多くの保護者の皆様や地域の方々から、お声

掛けや翌日の連絡帳を通して「よかった！」「感動した！」「久しぶりで楽しかった！」などのお褒めのお言葉をいただきました。子どもたち

はもとより、私たち教職員にとっても何よりの励みとなる温かいエールをいただけたように感じ、大変嬉しく思いました。 

さらには、ご不便をおかけすることになりましたが、近隣商業施設への駐車を控えていただいたことについても、重ねて感謝申し上げます。

おかげ様で本年度は苦情を受けることはございませんでした。また、先日の「すぐーる」でもお伝えした通り、日常の登下校での送迎におき

ましても、近隣商業施設や道路付近等への無断駐車はお控えくださいますよう、くれぐれもよろしくお願いいたします。 

◎ ブランコの撤去についてのお知らせ 

長年にわたって子どもたちが楽しんできた遊具のブランコですが、定期設備点検において金属部分の劣化が見つかり、これ以上の使用は危

険であるとの判断が下されました。ついては事故防止のためブランコの使用を１０月いっぱいで終了とし、業者による撤去が決まったことを

お知らせいたします。（撤去月日については未定です） 
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